
　今日は東京税理士政治連盟の�回目の総会、

内藤会長、鳩岡幹事長、本当に皆様方お疲れさ

までございます。おめでとうございます。

　新聞辞令でございますが、税制調査会に久し

ぶりにこの秋からカムバックをする予定でござ

います。やはり法人税改正というものがこの年

末のいちばん大きな税制改正項目ではないかと

思っております。法人税、実効税率レベルで下

げることによって国際競争力が増すんだ、いやもう日本は投資先と

して人口減少社会なんだからやっても無駄なんだ。私は気をつけて

行えばある程度の効果はあると思っております。すなわち減税を行

うには財源をどこからか探してこなければなりません。それを一部

の学者の方が言われているような中小企業の方々に外形標準をガバ

ッとかけて赤字法人にも課税をする。これは学問の世界のなかでは

成り立つのかもしれませんが、それでは日本の企業活動が保てるわ

けはない。そういう現場の声を先生方から頂戴をして、これを年末

の税制改正でぶつけさせていただきたいなと、こんなことを今日は

思ってこちらに来させていただきました。

　どうぞこれからも大所高所より、そしてまた税は公正・公平、そ

して中立でなければなりません。また簡素でなけれればなりません。

先生方の現場で培ったノウハウ、クライアントの声というものが国

民の声を政治の側に先生方がいろいろお話をしてくださることを最

後にお願いを申し上げまして、粗辞ではございますがお祝いとさせ

ていただきます。

　本日ここに、東京税理士政治連盟の第�回定

期大会が、盛大に開催されますことを心からお

慶び申し上げます。

　３月�日、税理士法改正案を含む「所得税法

等の一部を改正する法律案」が成立いたしまし

た。すべての税政連会員が一枚岩となり、税理

士法改正に取り組んだ結果であり、この場をお

借りして心より御礼申し上げます。

　今回の税理士法改正における最重要課題は、税理士資格の自動付

与制度の廃止でした。関係団体である公認会計士協会との協議は困

難を極めましたが、この困難な状況を打開したのは、全国の税政連の

皆様による粘り強く熱心な活動でした。ご尽力いただいた国会議員

の先生方からも、税政連への高い評価をいただくことができました。

　改正法の施行に向け、税理士会会則等の見直しが進められており、

特に公認会計士への資格付与の見直しについては、国税審議会の動

向等を注視し、的確に対応しなければなりません。本連盟は、今後

も更なる税理士制度の改革に向けて、日税連と連携して積極的に対

応いたします。

　税制改正への対応については、今年度は行政不服審査法改正に伴

う国税不服審査制度の見直し等の要望が実現いたしました。次年度

の税制改正に関しては、政府・与党において法人税率の引き下げと

それに伴う課税ベースの拡大、消費税の複数税率の導入等、我々の

クライアントである中小企業に影響を与える改正が議論されており

ます。引き続き、情報収集を強化して要望実現に向けた積極的な活

動を継続いたします。

　会員の皆様には、より一層のご理解とご協力をお願い申し上げま

すとともに、貴連盟の益々のご発展を切にお祈りいたしまして、祝

辞といたします。

　先ほどからお話の出ております税理士法の改

正が成立したことは本当にお慶びを申し上げま

す。

　この政治連盟と税理士会と両方に役割りがあ

るわけでありますが、近年いろいろな士業の業

界で制度改正がたび重なってまいりました。そ

の際、政治連盟の果たす役割というのは極めて

大きいわけであります。いくら制度の内容につ

いて提言や意見が出ても、やはりそれを具体的に法律で決めていか

なければなりません。そのためにはまあ素人と言ってもいい国会議

員を納得させて、ときに士業と士業がぶつかり合う分野もあります

から、そこをいかに説得力を持って理解をしていただくか。そこに

は政治連盟の先生方の粘り強い努力と、議員との人間関係と信頼関

係を日ごろから深めていく営みが極めて重要だと思うわけです。な

かでも税理士政治連盟こそ、その中核だと私は確信をいたしており

ます。

　これから年末にかけてさまざまな税制の課題が議論になります。

まずは消費税の問題です。法人税、外形標準課税と課題がございま

す。納税者の立場に立って、そしてそれは負担する人だけではなく

て、実際に納税事務を扱う人々の立場に立って、この制度を組み立

てられていかなければならないと思います。最終的には政治の目で、

つまり国民の目線で最終的な判断をするということになります。し

かし、その過程では実務、事務を扱う人々の声というものを十分に

反映させていかなければなりません。これからもさまざまな税制の

分野で、この税理士政治連盟の先生方が政治とそして現場をつなぐ

重要な役割を担っていかれますことを心からご期待申し上げまし

て、ご挨拶とさせていただきます。
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